
2.6. 低地ドイツ語
 本稿では，中低ドイツ語については専ら北部低地ドイツ語方言を，新低ドイ
ツ語についてはその中の北低地ザクセン方言を扱うこととする。
 中低ドイツ語では，古ザクセン語の iuは ü 85となる。開音節において，古ザ
クセン語の uと oは，非常に開口度の高い ōへ86，üは，非常に開口度の高い
い ȫへと変化する。
 古ザクセン語の io – ô – u – oというアプラウトは，中低ドイツ語では ê – ô – 
ō – ōとなる。直説法現在1人称単数形では，幹母音が複数形と同じ êとなる。
直説法現在2・3人称単数形では，語尾の母音が脱落した場合，幹母音の短母音
化が起こる（ü > ü）。命令法単数形の幹母音は，êと ü の両方が見られる。
 このパターンのアプラウトを示す動詞には，次のものがある。

   bêden, drêgen, drêpen, vlêgen, vlên, vlêten, vrêsen, gêten, kêsen, krêpen, lêgen, 
forlêsen, nêten, sêden, schêten, tên, vordrêten

古ザクセン語に見られた動詞の内，次のものは失われている。

  driosan, griotan, hioƀan, hliotan, klioƀan, liodan

逆に，次の動詞は，中低ドイツ語期になってから文献に現れるようになったも
のである。

  vlêgen, vrêsen, krêpen, sêden

 krêpenには krûpenという別形がある（下記参照のこと）。また，drêgenには
drȫgen，lêgenには lȫgenという別形があるが，drȫgen, lȫgenは名詞から派生し

84 「ゲルマン語強変化動詞第2種の歴史的変遷（1）」は『山口大学独仏文学第43号』（2021），「ゲ
ルマン語強変化動詞第2種の歴史的変遷（2）」は『山口大学独仏文学第44号』（2022）所収。
85 中低ドイツ語の長母音の表記に当たっては，ゲルマン祖語の長母音あるいは二重母音に由来す
るものには ^を，開音節における短母音の長母音化により生じたものには ¯を付すこととする。
êと ôには，開口度の低いものと開口度の高いものの2種類があり，強変化動詞第2種の現在語幹
の êは開口度が低く，過去単数語幹の ôは開口度が高い。ē, ōは，開口度の高い ê, ôよりも更に
開口度が高い。
86 古ザクセン語の oに由来する ōは，15世紀から aで綴られるようになる。
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た形態である。
 vlên, tênでは0～g87，vrêsen, forlêsenでは s～rという文法的交替が見られる。
ただし，vlên, tênでは，文法的交替の平均化が一部起こっており，vlênの直説
法過去1・3人称単数形には本来の vlôと並んで vlôchという形態も存在してい
る。tênの直説法過去1・3人称単数形では，tôchという形態しか見られない。
 w の前では，母音変化が特殊で，語幹が w で終わる動詞のアプラウト
はû/ü/ou – ou – ou – ou/û となった。語幹がwで終わる強変化動詞第2種は，
brouwen, rüwen, drouwen の3語のみである。どれも弱変化もし，そちらの方が
普通になっている。drouwen は古ザクセン語の文献には見られない動詞である。
blüwen は完全に弱変化に移行している。
 アオリスト現在形を持つ動詞は，アプラウトが û – ô – ō – ōとなる。次の動
詞があげられる。

   bûgen, dûken, krûpen, lûken （schließen）, rûken, schûven, slûken, slûpen, slûten, 
sprûten, stûven, sûgen, sûpen

直説法現在2・3人称単数形では，ウムラウトした形としていない形の両方が
存在している。古ザクセン語で見られた動詞の内，hrūtanは失われている。
brûkenは弱変化に移行している88。逆に，次の動詞は中低ドイツ語期になって
から文献に現れるようになったものである。

  dûken, krûpen, rûken, schûven, slûken, slûpen, stûven, sûpen

 強変化動詞の過去複数語幹を持つ形態では，本来，直説法複数形ではウムラ
ウトしていない幹母音，それ以外はウムラウトをした幹母音という分布であっ
たが，14世紀になると，すべてウムラウトした母音で統一されるようになる
（第2種の場合は ȫ）。
 中低ドイツ語の開口度の低い êは，現在 e（e） [ɛi]になっている。中低ドイツ
語期，過去単数語幹の幹母音 ôと過去複数語幹の幹母音 ȫとの間には開口度の
違いがあったが，新低ドイツ語期になると，開口度が過去単数語幹の ôの方に
揃えられ，ȫの舌の位置が上がり，ö となる。新低ドイツ語では，過去単数語
幹が過去複数語幹が用いられていた所でも用いられるようになり，また逆に，
過去複数語幹が過去単数語幹が用いられていた所でも用いられるようになる

87 中低ドイツ語で，hは母音間及び長母音の後の語末で脱落する。Lasch （1974）, §226, §350, 
§351を参照のこと。語末の gは無声化し，たいてい chと綴られる。同書§340を参照のこと。
88 古ザクセン語の brūkanは „genießen“，中低ドイツ語の brûkenは „nötig haben, gebrauchen“ とい
う意味で，変化が生じている。
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が，その結果，過去形のすべての人称・数において，ウムラウトしていない母
音とウムラウトしている母音の両方が用いられることとなった89。現在，ôは
o（o） [ou]，ö は ö（ö） [öy]となっている。中低ドイツ語の ōは，現在 a [ɔː]であ
るが，ただし rの前では舌の位置が上がり，o [ou]となっている。
 現在，標準階梯の現在語幹を持つ動詞の内，次の動詞は e（e） [ɛi] – o（o） [ou]/
ö（ö） [öy] – a [ɔː]というアプラウトを示している90。

   beden （bieten）, bedregen （betrügen）, flegen, fleten, geten, legen, geneten, 
scheten, tehn, verdreten

直説法現在2・3人称単数形では，幹母音は ü [ʏ]である。命令法単数形の幹母
音は，eeである。tehnでは文法的交替が見られる（tehn – toog/töög – tagen）。
 中低ドイツ語に見られた動詞の内，drêpen, vlên91, kêsenは失われている。
sêdenは，sadenという過去分詞と Seedpunktという名詞の中に現在語幹を残す
のみとなっている。krepenは，まだ存在はしているものの，このグループから
は外れている92。
 frerenと verlerenは，e（e） [ɛi] – o（o） [ou] / ö（ö） [öy] – o [ou]というアプラウト
を行う。文法的交替がほぼ rの方で平均化されているが，直説法現在2・3人称
単数形においては frerenが du freerst/früst, he freert/früst，verlerenが du verleerst/
verlüst, he verleert/verlüstという変化形になり，語幹末子音が sのものと rのも
のが併存している。また frerenには fresenという不定詞もまだ残っている。
 語幹が wで終わっていた動詞は，broen/bruen以外失われている。broen/
bruenは，完全に弱変化に移行している。
 アオリスト現在形を持つ強変化動詞第2種は，現在次のものがある。

   krupen, rüken, schruven, schuven, sluken, sluten/slüten, snuven, stuven, sugen, 
supen

中低ドイツ語に見られた lûken （schließen）, slûpen, sprûtenは失われている。
dukenは弱変化に移行している。schruvenは，中低ドイツ語では弱変化である。
snuvenも，中低ドイツ語期から見られた動詞であるが，中低ドイツ語期，強変
89 方言によっては，過去単数語幹と過去複数語幹の区別が保持されている。例えば，ミュンス
ターラント方言では，ruken以外の強変化動詞第2種の過去単数語幹の幹母音は au，過去複数語
幹の幹母音は üöである。
90 強変化動詞の活用に関しては，文献により相違が見られる。本稿の記述は主として SASS 
Plattdeutsche Grammatikに基づいている。
91 vlênは弱変化動詞の flüchtenによって取って代わられている。
92 krepenは強変化第5種へと移行し，krepen – kreep – krepenと活用する。
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化であったかどうか不明である。
 krupen, schruven, schuven, stuven, supenは u（u） [uː] – o（o） [ou]/ö（ö） [öy] – a [ɔː]
というアプラウトを行い，直説法現在2・3人称単数形の幹母音は ü [ʏ]，命令法
単数形の幹母音は uu [uː]である。stuvenの過去分詞には，stoort/stöörtという別
形も存在している。
 snuvenと sugenも同様のアプラウトを行い，命令法単数形の幹母音も uu [uː]
であるが，直説法現在2・3人称単数形の幹母音として ü [ʏ]と並んで u [ʊ]も用
いられている。
 sluten/slütenは，現在語幹を持つすべての変化形において，ウムラウトをし
ている幹母音とウムラウトをしていない幹母音の両方を持つ。従って，アプラ
ウトのパターンは u（u） [uː]/ü（ü） [yː] – o（o） [ou]/ö（ö） [öy] – a [ɔː]となり，直説
法現在2・3人称単数形の幹母音は u [ʊ]/ü [ʏ]，命令法単数形の幹母音は uu [uː]/
üü [yː]である。
 rükenは，現在語幹においてウムラウトした幹母音しか現れない。従って，
アプラウトのパターンは ü（ü） [yː] – o（o） [ou]/ö（ö） [öy] – a [ɔː]となり，命令法
単数形の幹母音は üü [yː]である。rükenは弱変化もする。そのため，直説法現
在2・3人称単数形の幹母音として ü [ʏ]と üü [yː]の両方が現れる。
 slukenには，sluckenという別形も存在している。slukenは弱変化をするよう
になっているが，過去形には強変化形も残されている93。強変化の過去形には，
slook, slöökという形の外，sluuk, sluckという形も見られる。
 bögenと stövenは，過去形の幹母音が o（o） [ou]/ö（ö） [öy]，過去分詞の幹母音
が a [ɔː]であるが，現在語幹の幹母音が e（e） [ɛi]でも u（u） [uː]でもなく，ö（ö） 
[öy]である。これは，使役動詞との混淆によるものである。直説法現在2・3
人称単数形の幹母音は，bögenが öö [öy]，stövenが ö [œ]/ü [ʏ]である。命令法
単数形の幹母音は，どちらの動詞も öö [öy]である。bögenの過去分詞には，
böögtという弱変化形も見られる。
 低地ドイツ語では現在，他のクラスの強変化動詞や不規則変化動詞の中に
も，過去形と過去分詞において，強変化動詞第2種と同様の幹母音を持つもの
がある。
 次の強変化動詞は，過去形の幹母音が o（o） [ou]/ö（ö） [öy]，過去分詞の幹母
音が a [ɔː]である。

  第4種  breken, befehlen94, nehmen95

93 SAAS Plattdeutsches Wörterbuchでは，過去形は強変化形のみとされている。また，過去分詞は，
弱変化形と並んで slakenという強変化形が残されているとされている。
94 befehlenは本来，強変化動詞第3種であったが，すでに中低ドイツ語において第4種へと移行し
ている。
95 nehmenの過去形には，nehmという形態も存在している。
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  第5種  dregen96, wegen
  第6種  drapen97, graven, slan/slagen

この他，弱変化動詞の fragenも，過去形に幹母音が o（o） [ou]/ö（ö） [öy]の強変
化の別形を持っている。
 強変化動詞第6種の swörenは，freren, verlerenと同様，過去形の幹母音が
o（o） [ou]/ö（ö） [öy]，過去分詞の幹母音が o [ou]である。語幹が rで終わってい
るが，過去分詞の o [ou]は freren, verlerernとは異なり，強変化動詞第4種への
類推によるものである98。
 強変化動詞第4種の kamenと強変化動詞第7種の laten, slapenは，過去形で
e（e） [ɛi]と並んで ö（ö） [öy]，過去分詞で a [ɔː]という幹母音を示す。
 強変化動詞第5種の stekenは，過去形で e（e） [ɛi]と並んで o [ou]，過去分詞
で e（e） [ɛi]と並んで a [ɔː]という幹母音を示す。
 強変化動詞第7種の lopen, ropenは，過去形で e（e） [ɛi]と並んで ö（ö） [öy]と
いう幹母音を示す。過去分詞の幹母音は o [ou]であるが，これは現在形の幹母
音と同様で，lopenの場合は中低ドイツ語の開口度の高い ô （< germ. au），ropen
の場合は中低ドイツ語の開口度の低い ô （<germ. ō）に由来するものである。
 古ザクセン語の duganは第2種の過去現在動詞であったが，中低ドイツ語の
dȫgenは弱変化に移行している。現在，dögenは不規則な変化を示しており，
過去形が doog/dögg，過去分詞が dagen/döggtで，強変化動詞第2種に非常に近
い幹母音を示している。

2.7. オランダ語
 古期オランダ語では，germ. euは，次音節に前舌・後舌高母音あるいは jが
ある時，もしくは直後に wが続く時 iuに，それ以外の場合 eoを経，ioになっ
た。germ. auは，直後に wが続く時を除き，ô99になった。過去分詞は接尾辞
が -an-であり，a-ウムラウトにより幹母音は，直後に wが続く時を除き，oに
なった。i-ウムラウトは，非前舌の短母音に対してのみ起こり，長母音は i-ウ
96 dregenは本来，強変化動詞第6種である。dregenという形はすでに中低ドイツにおいて，dragen
と並んで用いられていた。
97 drapenは drepenの別形である。drepenは，強変化動詞第5種の変化をする。
98 swörenは，中低ドイツ語では sweren（古ザクセン語で swerian）であり，語幹形態の類似性か
ら強変化動詞第4種への類推が働いている。過去分詞の oという幹母音は，すでに古ザクセン語
において見ることが出来る。Gallée （31993）, §396, Anm. 2及び Lasch （1974）, §430, Anm. 4を参照
のこと。
99 中期オランダ語の記述においても，母音のみを表記する場合には，ゲルマン祖語の長母音ある
いは二重母音に由来する長母音には ^を，開音節における短母音の長母音化により生じた長母音
には ¯を付することとする。中低ドイツ語と異なり，êと ôはそれぞれ1種類のみである。ē, ōは
やはり ê, ôよりも開口度が高い。
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ムラウトを受けなかった。
 中期オランダ語では，古期オランダ語の ioが ie [iǝ]に，û [uː]が û [yː]になっ
た。また，中期オランダ語では開音節の短母音が長母音化するが，その際，舌
の位置が低下した。古期オランダ語の開音節における uと oは，wの前にある
時を除き，共に ô < germ. auよりも開口度の高い ōになった。wの前では，iu
及び uは ou/û [yː]100になった。ゲルマン祖語の auは，wの前にある時，中期オ
ランダ語で ouになった。屈折の際に見られた i-ウムラウトは，排除された。
現在形においては，古期オランダ語で見られた iuと ioの交替が平均化され，
ieで統一された。
 中期オランダ語において，標準階梯の現在語幹を持ち語幹が wで終わって
いない強変化動詞第2種のアプラウトは，ie – ô – ō – ōとなるが，このアプラウ
トを行う動詞には次のものがあった。

   bieden, bieghen, bedrieghen, vlieghen, vlieten, vriesen, ghieten, kiesen, clieven, 
criepen, lieghen, verliesen, ghenieten, rieken, sieden, scieten, smieken, tien, 
verdrieten

bieghen, clieven, criepen, rieken, smiekenにおいては，アオリスト現在形も見られ
る。
 vriesen, kiesen, verliesenにおいては s [s, z]～r， tienにおいては0/ch～ghという
文法的交替が見られる。ただし前者においては，文法的交替が平均化している
例も見られる。
 vlienも tienと同様，語幹が germ. hで終わる強変化動詞第2種で，実際，直
説法過去1・3人称単数形 vlooch，直説法過去1・3人称複数形 vloghen，過去分
詞 ghevloghenという tienと同様の形態も残されてはいるが，これらの形態が
用いられるのはまれである。直説法過去1・3人称単数形は，germ. hの脱落し
た vlooという形態が最も使われている101。過去複数語幹と過去分詞の語幹にお
いては，高地ドイツ語と同様に，vlieghenとの混同を避けるために文法的交替
がたいてい排除される。母音間の hは脱落するので，過去複数語幹を持つ形態
と過去分詞で母音連続が生じる。この母音連続は，次の4通りの形で解消され
ていく。

 1. 幹母音と語尾の母音が融合し，二重母音 oeになる。
 2.  渡り音として wが母音間に生じる。この場合，wの影響で幹母音は ou/û

100 ouと ûの違いは，方言的なものである。なおここでは，uから生じた [yː]も ûで示している。
101 中期オランダ語において，germ. hは，語末において保持されていることもあれば脱落してい
ることもある。
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に変化する。こうして生じた ouは，一部過去単数語幹にも入り込んでい
く。

 3.  母音間に dが挿入される。この dは，一部過去単数語幹にも入り込んでい
く。

 4.  過去単数語幹と同様に ôを幹母音とし，語尾・接尾辞の母音を持たない形
態（vloon, ghevloon）が形成される。

この結果，vlienは，過去単数形，過去複数形，過去分詞それぞれに様々な形
態が並存することとなる。

  vlien – vlooch/vlo/vlau/vloot – vloghen/vloen/vlouwen/vluwen/vloden/vloon
      – ghevloghen/ghevloen/ghevlouwen/ghevluwen/ghevloden/ghevloon

 中期オランダ語において，語幹が wに終わる強変化動詞第2種には次のもの
がある。

  blouwen/bluwen, brouwen/bruwen, rouwen/ruwen102

幹母音は，現在語幹，過去複数語幹，過去分詞で ou/ûである。過去単数語幹
では ouしか見られない。弱変化動詞の louwenも，時折強変化第2種の変化を
示すことがある。
 アオリスト現在形を持つ動詞のアプラウトは，û – ô – ō – ōとなる。このア
プラウトを示す動詞には，次のものがある。

   bughen, drupen, duken, cluven, cruden, crupen, luken, ontpluken, ruken, ruten, 
scruven, scuven, slupen, sluten, smuken, spruten, stupen, stuven, sughen, supen

既に述べたように，bughen, cluven, crupen, ruken, smukenには，標準階梯の現在
語幹を持つ形態も存在している。
 spiën/spouwen/spuwenは，本来強変化第1種であるが，語幹末の wの影響に
よる母音変化あるいはその wの脱落，更に他の動詞に対する類推等により，
各語幹が様々な形態を併せ持つようになり，その中には強変化第2種と同様の
幹母音を持つものもある。

  spiën/spuwen/spouwen – speu/spau/spooch/speech
102 rouwen/ruwenは，強変化第7種の houwenへの類推で，rieu, rieuwenという過去形を示すことも
ある。
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    – spuwen/spouwen/spoghen/spiwen
       – ghespuwen/ghespouwen/ghespoghen/ghespeghen

各形態の成立過程については，本稿では省略する103。
 新オランダ語では，中期オランダ語の ie [iǝ]は ie /iː/ [i, iˑ]に，û [yː]は，wの
前にある時を除き，ui [œʏ]になる。wの前では û [yː]は u（u） /yː/ [y, yˑ]で，二
重母音化しない。ôと ōは融合し，o（o） /oː/ [oˑ]となる。ôと ōの融合により，
過去単数語幹と過去複数語幹・過去分詞の語幹の間の母音の差異が失われる。
また，過去形では文法的交替の平均化も加わり，統一語幹が形成される。
 現在 ie – o（o） – oというアプラウトを示す動詞には，次のものがある。

   bieden, bedriegen, vliegen, vlieden, vlieten, vriezen, gieten, kiezen, klieven 
（klieben）, liegen, verliezen, genieten, rieken, schieten, verdrieten

klievenは弱変化もする。中期オランダ語においてアオリスト現在形と並んで
見られた bieghen, criepen, smiekenは失われている。
 中期オランダ語の vlienは，vliedenとなっている。これは，初め過去複数語
幹と過去分詞の語幹の末尾に生じた dが他の語幹にも広がったことにより形成
されたものであるが，すべての語幹が dで終わるようになったことにより，他
の動詞と同様の語幹形成を行い，活用に変則的な点の無い動詞になっている。
 vriezenと verliezenでは，現在語幹で z, s，過去語幹と過去分詞の語幹で rと
いう文法的交替が見られる。kiezenでは，文法的交替が失われ，語幹末子音が
z, sで統一されている。しかしながら，verkiezenでは，過去形及び過去分詞の
語幹末に z, sと rの両方が見られる104。
 語幹が w以外の子音で終わり標準階梯の現在語幹を持つ強変化動詞第2種
であったものの中には，変則的な活用をするようになったものもある。zieden
は，過去分詞は強変化形であるが，過去形は弱変化となっている。中期オラ
ンダ語の tienは，強変化動詞第1種の tiënと融合し，現在 tijgen – toog – getogen
という変化となっている105。文法的交替は，gの方で統一されている。
 語幹が wに終わる動詞で現在まで残されているのは，後述の spuwenを除く
と，brouwenのみである。中期オランダ語に見られた blouwen/bluwen, rouwen/
ruwen, louwenは失われている。brouwenは，過去分詞は現在でも強変化
（gebrouwen）であるが，過去形は弱変化になっている。

 アオリスト現在形を持つ動詞のアプラウトは，新オランダ語では ui – o（o） – 

103 これについては，下嵜（2020）, 62-63頁を参照のこと。
104 過去形はふつう verkoosで，verkoorは古形である。
105 これについては，下嵜（2020）, 64頁を参照のこと。
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oとなる。このアプラウトを示す動詞には，次のものがある。

   buigen, druipen, duiken, fluiten, kluiven （nagen）, kruipen, ontluiken, pluizen, 
ruiken, schuiven, schuilen, sluiken, sluipen, sluiten, （smuiken）, snuiven, snuiten, 
spruiten, spuiten, stuiven, zuigen, zuipen, wuiven

pluizenにおいては，文法的交替は見られない。pluizen106, schuilen, snuiven107, 
wuivenは弱変化もする。smuikenは方言的語彙である。この他，弱変化動詞の
fuivenも，戯れに強変化させられることがある。
 中期オランダ語に見られた語の内，cluven, ontpluken, ruten, scruven, stupenは
失われている。kruien （< cruden）は弱変化に移行している。逆に，次の動詞
は，新オランダ語期になってから文献に現れるようになったか，もしくは本来
弱変化動詞だったのが強変化第2種に移行したものである。

  fluiten, pluizen, schuilen, sluiken, snuiven, snuiten, spuiten, wuiven

 中低オランダ語の spiën/spuwen/spouwenからは，現在 spugenと spuwenとい
う2つの同義の動詞が生まれている。spuwenは弱変化である。spugenは強弱両
変化をし，強変化の場合は spugen – spoog – gespogenと活用する。現在語幹の
uは spuwenの影響によるものと考えられる。
 （高地）ドイツ語や低地ドイツ語と同様，オランダ語でも，数は少ないが，
過去形と過去分詞において，強変化動詞第2種と同じ幹母音を示す第2種以外の
強変化動詞が存在している。

  第4種  scheren （scheren, rasieren）108, zweren （schwären, eitern）109

  第5種  bewegen, wegen

このようなアプラウトを行うに至った過程については，本稿では省略する。

2.8. 英語
 直後に w, gが続く場合を除き，古英語の ēaは中英語では [ɛː]に，古英語の
ēoは [øː]を経て [eː]になる。古英語における ēawという音連続は中英語では
106 pluizenは，„pflücken, austüfteln“ の意味の時は強変化，„abfasern“ の意味の時は弱変化である。
107 snuivenは，„schnauben, schnobern“ の 意 味の時は強変化である。„Schnupftabak od. Kokain 
gebrauchen“ の意味の時は弱変化であるが，過去形に強変化形も持つ。
108 „streifen“ の意味の scherenは弱変化で，語源的つながりは無い。
109 zweren （schwären, eitern）は弱変化もする。„schwören“ の意味の zwerenは強変化動詞第6種で，
語源的つながりは無い。
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[ɛu]となる。古英語の ēowは [eu]を経て [iu]になる。後期古英語において，g
の前で ēa, ēoは単純母音化するが （ēa, ēo > ē），これにより gの口蓋化が起こ
る。中英語になると，この ēġ は [ei]となり，母音の直前にある時はここから
更に [iː]に，それ以外の場合には [ai]へと変化していく。
 古英語の oは，開音節において，gの前にある時を除き，[ɔː]となった。古
英語の ogは [ɔu]となったが，時代が下ると [ɔː]になった。
 古英語の ūgと ugは，中英語でともに [uː]となった。
 古英語に見られた強変化動詞第2種の内，次のものは中英語では見られなく
なっている110。

   brēotan111, -brēoþan, dūfan, ġēopan, hlēotan, -hnēopan, hrēodan, hrūtan, cnēodan, 
lēon, lēodan, -nēopan, nēotan, rēodan, rēofan, rēotan, sēon, slūpan112, snēowan, 
strūdan, sūgan113, þēotan/ þūtan, þrēotan, wrēon

brūken, cheuen, rēken, smēkenは，残されてはいるものの，弱変化へと移行して
いる。smūgenは，中英語の初期に現在形の用例が見られるのみで，弱変化で
あったか強変化であったかは不明である114。
 中英語では，標準階梯の現在語幹を持ち，語幹が germ. ǥ, germ. h, germ. w以
外に終わる強変化動詞第2種のアプラウトは，[eː] – [ɛː] – [u] – [ɔː]となる。この
アプラウトを示す動詞には，次のものがる。

   bēden, drēpen, drēsen, flēten, frēsen, ʒēten, grēten （weinen）, rēsen, chēsen, 
clēven, crēpen, -lēsen, sēthen, schēten

直説法現在2・3人称単数形では，幹母音の変化はほぼ失われており，[eː]が用
いられる。過去複数語幹では，時代が下ると，本来の [u]に代わり，過去分詞
の幹母音 [ɔː]が用いられた例も見られるようになり，[ɔː]は更に過去単数語幹
に入り込むこともあった。
 drēsen, frēsen, rēsen, chēsen, -lēsen, sēthenでは，文法的交替が保持されている。
ただし，chēsenでは，sが過去複数形や過去分詞に入り込んでいる例も見られ
る。
 chēsenと schētenは，現在語幹の幹母音が [oː]のこともある。後期古英語以

110 lēon, sēon, wrēonは，強変化第1種から移行してきた動詞である。
111 brēotanは brēken < brecanによって置き換えられている。
112 slūpanは中低ドイツ語からの借用語 slippenにより取って代わられている。
113 sūken < sūkanの方は残されている。
114 smūenという形は残されていない。
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降，下降二重母音が上昇二重母音になる現象が時折見られるようになるが，こ
の変化で ēoは ĕōになる。この ĕōは，子音の後では ĕを失い ōとなるが，こ
の発展の結果形成されたのが chōsen, schōtenという形態である。
 標準階梯の現在語幹を持ち，語幹が germ. wで終わっていた強変化動詞第2
種としては，中英語では breuenと reuenが見られるが，ともに過去単数語幹を
持つ形態が残されており，その幹母音は [ɛu]である。
 標準階梯の現在語幹を持ち，語幹が germ. ǥに終わっていた強変化動詞第2
種は，drīen, flīen, līenの3語が見られる。アプラウトは [iː] – [ei, ai] – [uː] – [ou]
となる。flīenと līenの過去単数語幹には幹母音が [iː]のものも存在している
が，これは，過去単数語幹の幹母音の [ei]が過去複数語幹へと入り込み [iː]へ
と変化した後，再び過去単数語幹に取り入れられたものである。flīenの過去単
数・複数語幹には更に幹母音が [eu]のものがあるが，これは，強変化動詞第7
種の内，現在語幹の幹母音が ouのものの過去分詞が -ouenで，flīenの過去分
詞 flouenと同様であるため類推が働き，それらの動詞の過去単数・複数語幹の
幹母音が取り入れられたものである。flīenにおいてはまた，flēnとの混同によ
り，本来 flēnの変化形であるものが flīenの変化形として用いられることがあ
る。
 語幹末子音が germ. hであった強変化動詞第2種には，flēn, tēn （zeihen）, tēn 
（ziehen）, thēnがある115。音韻法則に則ったアプラウトは，[eː] – [ɛː] – [uː] – [ou]
である。flēnは flīenとの混同が起こっていたが，これを避けるため，flēnは弱
変化へと移行していく116（下記参照のこと）。tēn （zeihen）は，不定詞と現在形
しか残されていない117。tēn （ziehen）は，過去単数形で幹母音が [ei, ai], [iː]のこ
ともある。flēn, tēn （ziehen）, thēnでは，文法的交替が見られる。
 中英語においてアオリスト現在形を持つ強変化動詞第2種のアプラウトは，
語幹が germ. ǥで終わっていた būen以外，[uː] – [ɛː] – [u] – [ɔː]となる。このア
プラウトを示す動詞には次のものがある。

  crūden, lūken （schließen）, lūken （jäten）, lūten, schūven, sprūten, sūken, sūpen

būenは [uː] – [ei, ai] – [uː] – [ɔu]というアプラウトとなった。アオリスト現在形
を持つ強変化動詞第2種の直説法現在2・3人称単数形においては，ウムラウト
は行われなくなっている。
 中英語で見られる強変化動詞第2種の内，次のものは弱変化も示している。

115 tēn （zeihen）と thēnは，強変化第1種から移行してきた動詞である。
116 現在，fleeは flēn本来の意味しか持っていないが，flyは flīenと flēnの意味を併せ持っている。
117 現在形は，直説法2人称単数形の tixsteと直説法3人称単数形の tiʒthが残されている。
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   breuen, būen, drīen, flēn, flēten, frēsen, grēten （weinen）118, lūken （schließen）, 
reuen, chēsen, crēpen, crūden, līen, lūten, rēken, sēthen, schēten, schūven, sprūten, 
sūpen

この内，次のものは弱変化の方が普通である。

   breuen, būen, flēn, flēten, reuen, crēpen, līen, lūten, rēken, sēthen, schēten, 
sprūten, sūpen

 近代英語では，大母音推移により中英語の [iː]が [ai]に，[eː]が [iː]に，[uː]
が [au]に，[oː]が [uː]に，[ɔː]が [oː]を経て [ou]になる。中英語の [eu]は [juː]
となったが，複数子音の後では [j]が脱落し [uː]となった。
 次にあげる中英語期に見られた強変化動詞第2種の内，あるものは既に中英
語期において，あるものは近代英語期に入ってから失われている119。

   bēden, drīen, drēpen, drēsen, ʒēten, grēten （weinen）120, rēsen, -lēsen, lūken 
（schließen）, lūken （jäten）, smēken, smūgen, sūken, tēn （zeihen）, tēn （ziehen）, 

thēn

また，中英語において強弱両変化を示していた動詞の内，弱変化が普通であっ
たものは，近代英語では完全に弱変化になっている121。更に，crowdと shove122

も弱変化へ移行している。
 強変化動詞第2種に由来する動詞で，現在なお強変化を示している動詞は，
fly, freeze, choose, cleave （spalten）123の4語のみである。cleave （spalten）は弱変化
もする124。
 現在語幹の幹母音は，どの動詞も中英語のそれから規則的に発展したもの
である。chooseは，中英語 chēsenの別形 chōsenに由来している。flyの過去

118 grēten （weinen）の過去分詞は，弱変化形しか残されていない。
119 この内，drēpenは drop < droppen < dropian及び drip < drippenにより，dūven は dive < dīven 
< dȳfanにより，-lēsenは lose < lōsen < losianにより，lūken （schließen）は lock < lokenにより，
smēkenは smoke < smōken < smocianにより，sūkenは suckにより置き換えられている。
120 greet < grēten < grēotanは，greet – grat – gruttenと活用した。このアプラウトは，強変化第2種に
由来するものではない。
121 shootは中英語 schētenの別形 schōtenに由来している。
122 中英語の ūは，vの前では近代英語で ū > u > ʌ と変化する。
123 弱変化（規則変化）の cleave （kleben） も，同音異義語の cleave （spalten） の影響で，かつて過去
形に cloveという強変化の別形を持っていた。
124 cleave （spalten） の弱変化形には，cleft – cleftという不規則変化形と cleaved – cleavedという規
則変化形がある。
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形の幹母音 [uː]は，強変化第7種から入り込んだ [eu]に由来している。freeze, 
choose, cleaveの過去形の幹母音はどれも [ou]であるが，これは過去分詞から
過去複数語幹に入り込んだ [ɔː]に由来している。過去分詞の幹母音はすべての
動詞で [ɔː], [ɔu]から発展した [ou]である。また過去分詞では，すべての動詞で
接尾辞の -（e）nが保持されている。
 freezeと chooseにおいて，文法的交替は排除され，現在語幹と過去単数語幹
に由来する [z]で統一されている。また chooseにおいては，語頭音も現在語幹
と過去単数語幹のものであった [tʃ]で統一されている。

2.9. 西フリジア語
 古フリジア語の [aː]は，古フリジア語末期に [ɛː]となり，現代西フリジア語
では [ɪə]へと変化している。古フリジア語の [jaː]は，古フリジア語末期に [jɛː]
となる。この [jɛː]は，l, mの後にある場合は，[j]が脱落し [ɪə]へと変化するこ
とがあった。この変化を被らなかった [jɛː]は，[jɪə]や [jɛ]になることもあった
が，大抵は [jeː]を経，[iə]または [jɪ]になった。[iə]は，軟口蓋音の前にある
場合には更に [iː]へと変化した。
 古フリジア語の [uː]は，無声子音，鼻音，l，次音節に属す有声閉鎖音の
前で [u]または [y]になった。[uːw] < [uːv]は，母音の前では [ow]，語末では
[ou]，子音の前では [ou, oː]となった。
 skjは sj /sj/ [ʃ]，tjは tsj /tj/ [tʃ]になった。古西フリジア語において，母音間
の dの脱落が起こるようになったが，語末の dも長母音の後で脱落するように
なる。
 古フリジア語で見られた標準階梯の現在語幹を持つ強変化動詞第2種の内，
driāpa, fliāta, （h）riouwa, kriāpa125, riāka126, wiākaは失われている。brouweは弱変
化へ移行している。古フリジア語においては fliāgaと fliāの融合が見られたが，
„fliehen“ の意味の時は弱変化第2種の flechtsjeが用いられるようになる。
 現在，西フリジア語において見られる標準階梯の現在語幹を持つ強変化動詞
第2種には，次のものがある。friezeは，古フリジア語の文献には見られなかっ
た動詞である。genieteについては，下記を参照のこと。

   biede, bedrage, fleane, frieze, jitte, kieze, lige, ferlieze, （geniete）, siede, sjitte, 
tsjen

125 アオリスト現在形を持つ krûpeは残されている。下記を参照のこと。
126 riākaの現在語幹は，古フリジア語では標準階梯のものしか見られないが，現在残されている
rûkeはアオリスト現在形を持つ。古フリジア語の riākaは „rauchen“ という意味だが，現在の rûke
は „riechen“ という意味で，意味に変化が生じている。古フリジア語には „riechen“ という意味の
rūkiaという弱変化動詞が存在していたが，rûkeの形態と意味の変化には，この rūkiaが関与して
いる可能性がある。
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 現在人称変化においては，fleane, tsjen以外，2・3人称単数形でも不定詞と同
じ幹母音が現れる。過去形の幹母音は，geniete以外，過去単数語幹の幹母音 ā
に由来する ea [ɪə]である。
 これらの動詞はどれもそれぞれ何らかの点で特殊な変化をしているため，一
語ずつ個別に説明していくことにする。なお，西フリジア語では，動詞間で類
推が働き，活用に変化が生じることがあるが，そうした事例にはその都度触れ
ていく。

・biede – bea – bean
 現在語幹では語幹末の dが保持されているが，過去形，過去分詞では脱落し
ている。過去分詞の幹母音 eaは，dの脱落の後の約音により生じたものであ
る127。強変化動詞第5種の biddeは，bidde – bea/bidde – bean/biddenと活用する
が，beaという過去形は，過去分詞 beanが biedeのそれと同形のため類推的に
形成されたものと考えられる。

・bedrage – bedreach/bedroech – bedreagen/bedragen
 bedrageにおいては，古フリジア語の driāgaと draga/dregaが混淆している。
この混淆は，すでに古西フリジア語において起こっており，bi-という接頭辞
が付く場合，*bidriāgaという形態は見られず，bidraga/bidregaという形態しか
見られない。bedreach – bedreagenは driāga由来，bedroech – bedragenは draga/
drega由来である。bedreagenという過去分詞は，bedreachという過去形の幹母
音が入り込んだものである128。

・fleane – fleach – flein
 不定詞の fleaneは fliāを引き継いでおり，第2不定詞の語尾の後に更に第1不
定詞の語尾が付加され形成されたものである。fleaneは次のような現在人称変
化をする。

  ik fljoch/flean, do fljochst, hy fljocht, wy fljogge/fleane

1人称単数形の fljoch，複数形の fljoggeは，2人称単数形 fljochst，3人称単数形
fljochtを基に形成されたものである。1人称単数形の flean，複数形の fleaneは，
不定詞の fleaneから形成されたものである。

127 過去複数形は beaenであるが，この形態は過去分詞と同様に，dの脱落と約音が起こった後，
過去複数語尾 -enが再構築されたという発展も全く考えられなくはないが，それよりもむしろ過
去単数形に過去複数の語尾が付いたものと考えた方がよかろう。
128 現在，drageの過去分詞は，過去形の幹母音が入り込み，droegenという形をしている。
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 文法的交替の痕跡が認められるが，ゲルマン祖語の ǥが本来の箇所で保持さ
れているのは，過去複数形 （fleagen） のみである。

・frieze – frear – ferzen [ˈfɛːzn]
 friezeの過去形 frearでは，幹母音は過去単数語幹に由来するものの，語幹末
子音は文法的交替を示しており，過去複数語幹に由来している。過去分詞では
文法的交替が排除されている。過去分詞では音位転換が起こっており，それに
より rが zの前に位置することとなり，rが脱落するに至っている。歯音の前
での rの脱落の際には，普通代償延長は起こらないが，ferzenでは例外的に長
母音が現れている129。

・jitte – geat – getten/jitten
 現在語幹では，古フリジア語の iāが jiとなっている。過去分詞に jittenとい
う別形が見られるが，これは hjitteに対する類推によるものであろう。強変化
第5種の ferjitteは，ferjitte – fergeat – fergetten/ferjittenという jitteと全く同じ活
用をするが，jitteの影響があることは明らかである。

・kieze – keas – keazen
 過去分詞の幹母音 eaは，過去形の幹母音が入り込んだものである。語幹末
では文法的交替が排除され，s, zで統一されている。また語頭音も kで統一さ
れている。

・lige – leach/liigde – leagen/liigd/lygd
 弱変化形が併存している。過去分詞の幹母音 eaは，過去形の幹母音が入り
込んだものである。

・ferlieze – ferlear – ferlern [fəˈlɛn]
 文法的交替が残っている。過去形は，幹母音は過去単数形に由来するのに対
し，語幹末子音は過去複数語幹に由来している。過去分詞では接尾辞のあいま
い母音の脱落により rが nの直前に来ることになり，それにより rが脱落して
いる。

・geniete – genoat – genoaten130

 過去形と過去分詞の幹母音が oa [oə]であるが，これは古フリジア語の āと
も eともつながらない。ge-という接頭辞を持っていることからして，geniete
129 ferzenの他，bern, gersでも [ɛː]が現れる。
130 genieteには，genietsjeという弱変化の別形が併存している。
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は古フリジア語の niātaを継承するものではなく，オランダ語の genietenを借
用したものと考えるべきであろう。oaという幹母音は，中期オランダ語の [ɔː]
が取り入れられ発展したものであろう131。

・siede – sea/sear – sean
 biedeと同様の発展であるが，siedeの場合，過去形において dが脱落せず r
に弱化するにとどまっている searという別形が存在している。

・sjitte – skeat – sketten
 sjitteの場合，現在語幹において古フリジア語の iāが jiになっており，その
ため現在語幹の語頭音が sj [ʃ]となり，過去形，過去分詞の語頭音との間に差
異が生じている。強変化動詞第5種の mjitteは mjitte – meat – mettenと活用する
が，これは過去分詞が同じ -etenという形であったことから sjitteに対する類推
が働き，このようになったものと考えられる。

・tsjen – teach – tein
 tsjenは，語幹が母音で終わる1音節語のため，第2不定詞が第1不定詞として
も用いられている。古西フリジア語末期の [jɛː]が [jɛ]に変化している。[j]の
影響で現在語幹の語頭音が tsj [tʃ]となり，過去形，過去分詞の語頭音との間に
差異が生じている。tsjenは次のような現在人称変化を行う。

  ik tsjoch, do tsjochst, hy tsjocht, wy tsjogge

2・3人称単数形を基に1人称単数形と複数形が形成されている。文法的交替に
ついては，fleaneと同様である。

 古フリジア語に見られたアオリスト現在形を持つ強変化動詞第2種の内，
hrūta, -lūka （schließen）は失われている。
 アオリスト現在形を持つ強変化動詞第2種であったものの内，現在見られる
のは次のものである。

   brûke, dûke, glûpe, krûpe, lûke （ziehen）, rûke, skowe, slûpe, slute, sprute, strûpe, 
stowe, sûpe

rûke, slûpe, strûpe, stowe, sûpeは，近代西フリジア語になってから文献に現れる

131 古西フリジア語の [ɔː]は，歯音の前では oa [oə]へと変化することが多い。
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ようになった動詞である132。
 brûkeと spruteは弱変化へ移行している133。lûke （ziehen）を除く他の動詞は，
弱変化形と強変化形が混在している。lûke （ziehen）は強変化形しか持たない。
現在人称変化の際，母音の変化は無い。
 語幹が k, pで終わる dûke, glûpe, krûpe, lûke （ziehen）, rûke, slûpe, strûpe, sûpe
は，現在語幹の幹母音が û [u]である。lûke （ziehen）は lûke – loek/luts – lutsen
と活用する。luts, lutsenの u [ø]は，語幹が kに終わる強変化動詞の過去形・過
去分詞において語幹末子音が tsになっている時に現れる母音である134。lûke以
外の動詞は，弱変化の過去形・過去分詞の他135，幹母音が oe [uː]の強変化過去
形を持っている。この oe [uː]は，古フリジア語の āとも eともつながらない。
 語幹が tに終わる sluteは，現在語幹の幹母音が u [y]である136。sluteは，古
フリジア語のアプラウトを引き継ぐ sleatという強変化過去形，slettenという
強変化過去分詞を持つが，弱変化もする137。更に，sluetという過去形も存在し
ているが，この ue [yə]という幹母音は出所不明である。
 語幹が -ūv > -ūwに終わっていた skoweと stoweは，弱変化の skode – skood, 
stode – stoodという過去形，過去分詞を持つが，過去形には skau, stauという強
変化の別形がある。au [ɔu]という幹母音は，āwからの発展形である可能性が
考えられるが，そうだとすると，過去単数語幹の幹母音と過去複数語幹の語幹
末子音の組み合わせということになる。

3. 最後に
 本稿を締めくくるにあたり，全体を俯瞰しいくつか述べてみたい。
 各言語の文献時代の初期において，強変化動詞第2種が何語見られるか見て
みると，以下の通りである138。

  ゴート語　20   古アイスランド語　38    古スウェーデン語　39
  古高ドイツ語　46   古ザクセン語　27    古英語　60
  古フリジア語　28

132 rûkeについては，註126を参照のこと。
133 spruteの過去分詞は，接尾辞が本来強変化動詞のものである -enである（spruten）。
134 -utsという過去形と -utsenという過去分詞を持つ動詞には他に，brekke, dekke, rekke, sprekke, 
stekke, strike, trekkeがあげられる。berekke, strekke, wrekeでは，-utsenという過去分詞は見られる
が，-utsという過去形は見られない。
135 krûpeと slûpeの弱変化過去分詞には，接尾辞が -tのものと -enのものがある。
136 弱変化へ移行した spruteも，現在語幹の幹母音が u [y]である。
137 sluteの弱変化過去分詞は，接尾辞が -enである。
138 数え方により，多少の差は生じてくる。また，ここでは派生による語数の増加は加算していな
い。
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この時点で既に言語によりかなりの差が認められる。文献上の制約によるとこ
ろもあるであろうが，それだけではないだろう。
 部分的にでも強変化動詞第2種のアプラウトを引き継いでいれば数に入れる
という前提で，各言語のその後の動詞数の変動を見てみると，ここでも言語に
より大きな差があることが分かる。
 アイスランド語では，動詞の入れ替わりが小さく，現在でも35語見られる。
スウェーデン語でも，動詞の入れ替わりが多少あるものの，現在35語で，語数
はさほど減っていない。デンマーク語では現在，強変化第2種のアプラウトを
残している動詞は23語で，古スウェーデン語と比べてみるとかなり数が少な
い。bokmålも25語で，デンマーク語とほぼ同じである。nynorskでは27語見ら
れるが，古アイスランド語と比べるとかなり数を減らしており，bokmålとほ
ぼ同数である。中高ドイツ語では，強変化第2種のアプラウトを残している動
詞は54語で，古高ドイツ語期よりも増えているが，現在では再び数を減らし，
32語となっている。低地ドイツ語は，高地ドイツ語と比べ動詞数は少ないが，
同じような増減の跡を辿っており，中低ドイツ語では古ザクセン語よりも多い
32語が見られ，現在では再び数を減らし22語となっている。オランダ語では，
動詞の入れ替わりはあるものの，中期オランダ語で45語であったのが現在42語
で，総数はほとんど変化していない。英語では，当該動詞数の減少が著しく，
古英語期，古ゲルマン語中最多の60語もの強変化動詞第2種が存在していたが，
中英語で32語まで減り，現在では僅か4語が強変化第2種のアプラウトの痕跡を
残しているに過ぎない。西フリジア語では，部分的にでも古フリジア語の強変
化第2種のアプラウトを引きついている動詞は13語で，古フリジア語と比べる
と半減している。英語ほどではないが，少ない数である。
 かつての強変化動詞第2種が，現在どの程度一体性や規則性を保っているか，
あるいは逆に失っているかも，言語により大きく異なっている。
 アイスランド語では，標準階梯の現在語幹を持つ動詞が，現在語幹で jóと
いう幹母音を持つものと júという幹母音を持つものに二分されるが，どちら
の母音になるかは，古アイスランド語以来変わらず，後続子音により決定され
る。
 スウェーデン語では，現在語幹の幹母音が uの動詞と yの動詞がある。現
在語幹が uのグループは，古スウェーデン語において，標準階梯の現在語幹を
持ち現在語幹の幹母音が iūの動詞と，アオリスト現在形を持つ動詞が融合し
て形成されたものである。また，現在語幹の幹母音が uの動詞にも yの動詞に
も，過去分詞が弱変化形のものがあるが，どの動詞が該当するかは，音環境か
らは特定できない。
 デンマーク語では，アオリスト現在形を持っていた強変化動詞第2種は，全
て弱変化へ移行するか語彙そのものが消失している。標準階梯の現在語幹を持
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つ強変化動詞第2種は，現在5つのグループに分かれている。語幹子音と各グ
ループにはつながりがあるものの，語幹末子音からどれか1つのグループへ帰
属を特定することは出来ない。
 bokmålにおける標準階梯の現在語幹を持つ動詞については，デンマーク語
と同様の状態である。アオリスト現在形を持つ強変化動詞第2種だったものに
ついても，デンマーク語とほぼ同様であるが，弱変化に移行したものの，まだ
過去形に強変化の別形を持つものがある。
 nynorskでは，古ノルウェー語において2つのグループに分かれていた標準階
梯の現在語幹を持つ強変化動詞第2種が統合され，1グループとなっている。こ
のグループの不定詞の幹母音は yであるが，いくつかの動詞は jo, juを伴う別
形を持っている。アオリスト現在形を持つ動詞も含め，現在形の幹母音は，す
べての動詞で yである。
 ドイツ語では，標準階梯の現在語幹を持つ強変化動詞第2種であったものの
1部の現在語幹が名詞から派生した形態に置き換わり，現在語幹の幹母音が ie
ではなく ü [yː]になっている。過去形と過去分詞では幹母音が同一となり，[ɔ]
か [oː]のどちらかが現れる。どちらになるかは，語幹末子音でほとんどの場合
特定できるが，過去形と過去分詞の語幹末子音が tの場合は，両方のケースが
ある。過去形と過去分詞の幹母音が [ɔ]または [oː]の動詞は，強変化第2種以外
にもかなりあり，このことは，ドイツ語の強変化動詞第2種の輪郭を不明瞭な
ものにしている。
 低地ドイツ語では，標準階梯の現在語幹を持つ強変化動詞第2種の現在語幹
の幹母音は e（e） [ɛi]であるが，bögenと stövenでは，使役動詞との混淆によ
り，現在語幹の幹母音が ö（ö） [öy]となっている。アオリスト現在形を持つ動
詞では，不定詞の幹母音がウムラウトしていない u（u）のものと，ウムラウト
した ü（ü）のものと，両方の形態が並存しているものがある。語幹が g, p, vで
終わっている場合，ウムラウトしていない不定詞しか見られないが，これによ
りウムラウトと音環境の間に関連があると断定できるかどうかは難しい。過去
形の幹母音は，すべての動詞で o（o） [ou]/ö（ö） [öy]である139。過去分詞の幹母
音は，語幹が rで終わっていない場合 a [ɔː]，rで終わっている場合 o [ou]であ
る。低地ドイツ語でも，過去形と過去分詞の幹母音が強変化動詞第2種と共通
している動詞がかなりの数見られ，やはり強変化動詞第2種の輪郭が不明瞭と
なっている。
 オランダ語では，brouwenが語幹末の wの影響により，spugenが音韻変化に
類推的変化が加わった複雑な変化により，tijgenが tiënと tienの融合により現
在語幹で特殊な幹母音を示している。過去形と過去分詞は，brouwenを除き，

139 slukenについては，4頁を参照のこと。
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幹母音が o（o） [oː]である。ただし ziedenは，過去形が弱変化である。brouwen
は，過去形が弱変化で，過去分詞が gebrouwenである。過去形と過去分詞の幹
母音が共に o（o） [oː]になるアプラウトは，強変化第2種以外にも若干見られる。
ドイツ語や低地ドイツ語ほどではないにせよ，やはり強変化第2種の輪郭がや
や不明瞭になっている。
 英語では，cleaveと freezeが同一のアプラウトを示しており，chooseとも過
去形と過去分詞の幹母音が同一ではあるが，かつての強変化動詞第2種の内，
現在でも強変化をしているものが1つの語形変化上のまとまりを成していると
は言えず，不規則変化という扱いしかできない。
 西フリジア語においても，部分的にでも古フリジア語の強変化動詞第2種の
アプラウトを継承していると考えられる動詞の多くが，過去形の幹母音が ea
であるという共通性を示してはいるものの，それらを1つのまとまった語形変
化上のグループと見ることはやはりできない。
 文法的交替は，どの言語でも排除する方向で発展してきており，現在，ス
ウェーデン語，デンマーク語，ノルウェー語，英語では見られなくなってい
る。
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「ゲルマン語強変化動詞第2種の歴史的変遷（1）」に対する訂正

49頁，6-7行目
 訂正前
   ノルド祖語においては，euと iuの分布は次音節の音によっていたが，古
アイスランド語では，……

 訂正後
  古アイスランド語では，……
56頁，21行目
 訂正前
  ……, slūtan#, sūgan, -sprūtan
 訂正後
  ……, slūtan#, -sprūtan, sūgan
60頁，1-3行目
 訂正前
   古フリジア語の強変化動詞第2種では，germ. ǥが語頭にあり直後に幹母音

が続く例は存在していないので，問題となるのは，germ. ǥが語幹末にあ
る語の過去分詞のみである。この場合，……

 訂正後
   語頭の germ. ǥが現在語幹の幹母音 iā, iu/ioの直前で口蓋化した場合，jと

iā, iu/ioの iの融合が起こる。この変化が見られるのは iātaの1語のみであ
る。語幹末子音が germ. ǥの動詞の過去分詞では，……

「ゲルマン語強変化動詞第2種の歴史的変遷（2）」に対する訂正

62頁，14行目
 訂正前
  fly （fliehen）は fly – flydde – flyddとう変化，
 訂正後
  fly （fliehen）は fly – flydde – flyddという変化，
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